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「三菱化工機グループ 2050経営ビジョン」のアップデートに関するお知らせ 
（将来業績見通し数値の前倒し及び上方修正等） 

 
 
当社は、本日開催の取締役会において、三菱化工機グループ 2050 経営ビジョン（以下「ビジョン」）

のアップデートを決議いたしましたので、以下にその概要をお知らせいたします。 
詳細につきましては、添付別紙をご参照ください。 

 
 

記 
１．アップデートの主な内容 
（１）連結売上高 1,000億円への到達見通し時期を、2035年度から 2029年度へと 6 年前倒し。 

（２）2035年度の連結売上高見通し数値を、1,000 億円から 1,200～1,400億円へと上方修正。 
 

２．アップデートの主な理由・背景 
（１）ビジョン実現への道筋が、①当社をとり巻く事業環境の構造的変化、②当社経営戦略の進展

等により、前倒しでより明確になったと判断したため。 
（２）当社の長期的な成長展望に関するメッセージを的確な内容に維持するため。 

 
なお、ビジョンの全体像につきましては、以下のリンク先（当社ウェブサイト）よりご確認いただけま
すので、あわせてご参照いただけますと幸いです。 
https://www.kakoki.co.jp/ir/vision.html 

以上 
  

https://www.kakoki.co.jp/ir/vision.html
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 2050年を見据えた経営ビジョンのマイルストーンとした
2035年度の事業規模等に関するアスピレーション計数
（展望計数）を、前倒しならびに上方修正するもの

 上記計数面以外の変更は無し

項目 2021年策定時 今回アップデート後

2029年度
連結業績

（設定なし）
売上高1,000億円
うちGX事業3割程度
営業利益率10％程度

2035年度
連結業績

売上高1,000億円
うち新規事業5～6割
営業利益率7～8％

売上高1,200～1,400億円
うちGX事業4～5割
営業利益率10％程度

三菱化工機グループ2050経営ビジョン 内容の一部アップデートについて

連結売上高1,000億円への到達時期を2029年度へと6年前倒し、2035年度の売上高を1,200～1,400億円へ上方修正

 当社の長期的な成長展望に関するメッセージを的確な内容
に維持するため

●アップデートの目的

●アップデートのポイント

●アップデートの背景

 2021年以降、当社事業環境の構造的変化、ならびに経営戦略の進展により、
事業規模が当時想定以上のペースで伸長・底上げされる一方、ビジョン実現
への道筋も、前倒しでより明確になってきたとの認識

 これを受けて、「創立100周年の2035年度に売上高1,000億円を目指す」
としたアスピレーション計数の見直しが適切と判断

①当社を取り巻く事業環境の構造的変化の例

②当社経営戦略・事業戦略の主な進展

上方修正

 国内外の物価上昇等を背景に、EPC案件※1の単価が大きく上昇

 コロナ禍収束後、世界の海上輸送量の増加基調が回復

 本邦の脱炭素社会構築に関し、関連法整備も進み当社ビジネス機会が増加

 経営ビジョン実現の「足固め期」と位置付けた前中計では主要目標を達成

 経営ビジョン実現の「成長期」と位置付けた今中計では、GX事業を立ち上

げ成長事業を明確化。初年度目標をおおむね達成

 単体機械事業において、当社油清浄機の世界シェアは30％台から50％

程度へと伸長※2。また船舶環境規制対応機器ビジネスの本格寄与開始

※1 Engineering, Procurement & Construction。プラント建設案件等において、設計、資材調達、建設を一気通貫で手掛けるビジネス
※2 当社調べ

前倒し
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経営ビジョン策定後の推進ステージと主要業績数値の推移

2021年の経営ビジョン策定から5年経過、実現に向けた前進に一定の手ごたえ
足元は今中計完遂に注力し、その後も、各マイルストーン・2050年を目指して持続的成長を続けていく

2021～2027年度
売上高CAGR

１２．１%

億円 ％

1,000

1,200～
1,400

2028～20３５年度
売上高CAGR
３．７～５．７%

経営ビジョン
実現に向けた
歩み・展望 ビジョン

策定

2022～2024中計 202５～202７中計 次期中計以降のテーマ・展望

「足固め期」

• 主要経営計画達成

• 水素関連中心に戦略的事

業領域の実績積上げ、関

連技術のR&D進展

• 経営基盤強化（組織再編、

ROIC採用、M&A等）

「成長期・飛躍の3年間」

• GX事業セグメント設立、

Quick Win追求

• 経営基盤強化（IR・SR強

化、人的・技術資本強化）

• 初年度経営計画はおおむ

ね達成

• GX事業を成長ドライバーとする持続的成長、基

盤事業（エンジニアリング事業・単体機械事業）は

採算性向上を主眼とした発展に取り組み。全社

事業ポートフォリオ変革の本格化

• 経営基盤強化への継続的注力（人的資本・技術

資本の強化、ガバナンス体制の更なる高度化）

• インオーガニック成長機会の追求（M&A等）

創立
100周年

現在

202１年
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【2021年策定時】 三菱化工機グループ2050経営ビジョン 事業ポートフォリオ ロードマップ

新規事業領域におけるビジネス確立既存事業から新規事業領域主体へシフト

マイル
ストーン 課題解決に向けた組織改編

中核事業の確立と不採算事業の見直し

組織最適化

中核事業と新たな成長事業の更なる拡大

売
上
高
（連
結
）

2021 2050

4～5割 既存事業領域

売上高1,000億円

営業利益率7～8％

2035
創立100周年

新規事業領域（既存事業の深化）

5～6割

新規事業領域（新たな獲得事業）

アライアンスやM&Aを活用し
非連続な成長を実現

事業
ポートフォリオ

と
数値目標

プラント 環境

単体機械
次世代技術開発

戦略的事業領域

省力・省エネ

クリーンエネルギー循環型社会推進
2

3 4

1

MKKグループの確固たるビジネスへ
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【2026年アップデート】 三菱化工機グループ2050経営ビジョン 事業ポートフォリオ ロードマップ

GX事業を柱とする持続的成長

マイル
ストーン 事業ポートフォリオ変革の具体化（組織対応を含む）

GX事業の成長ドライバー化の道筋を確立

中核事業の確立と不採算事業の見直し

事業ポートフォリオ変革の完遂と成長戦略の実践

中核事業と新たな成長事業の更なる拡大

売
上
高
（連
結
）

2021 2050

5～6割
基盤事業（エンジニアリング・単体機械）

売上高1,000億円

営業利益率10％程度

2035
創立100周年

GX事業（既存事業の深化）

4～5割

GX事業（新たな獲得事業）

事業
ポートフォリオ

と
数値目標

プラント 環境

単体機械
次世代技術開発

GX事業

省力・省エネ

クリーンエネルギー循環型社会推進
2

3 4

1

2029

３割程度

７割程度

売上高1,2００～1,４00億円程度

営業利益率10％程度

エンジニアリング・単体機械

（基盤事業・収益性追求）

GX事業

（成長事業・業容拡大追求）

MKKグループの確固たるビジネスへ

2026

2025中計202２中計

現在

既存事業からGX事業へシフト
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IRに関するお問い合わせ先

本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。

本資料における、将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。

また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。

また、業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成していますが、当社はその正確性、

完全性を保証するものではありません。

本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、ご自身のご判断と責任においてご利用されることを

前提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。

IRに関するお問い合わせ先

三菱化工機株式会社 企画部

将来見通し等に関する注意事項

本資料に掲載の企業、団体等の名称については、敬称を略して掲載しております。

本資料に関する注意事項

お問い合わせ： ir_team@kakoki.co.jp



© Mitsubishi Kakoki Kaisha, Ltd. All rights reserved.


	
	三菱化工機グループ2050経営ビジョン�内容の一部アップデートについて
	三菱化工機グループ2050経営ビジョン 内容の一部アップデートについて
	経営ビジョン策定後の推進ステージと主要業績数値の推移
	【2021年策定時】　三菱化工機グループ2050経営ビジョン 事業ポートフォリオ　ロードマップ
	【2026年アップデート】　三菱化工機グループ2050経営ビジョン 事業ポートフォリオ　ロードマップ�
	IRに関するお問い合わせ先
	スライド番号 7




